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赤い羽根共同募金 １１，３９１，２８０円

歳末たすけあい募金 ７，１５９，１２０円

　 合　　計　 １８，５５０，４００円

平成２７年度　募金財源で実施した事業活動

あ
な
た
の
募
金
は
、あ
な
た
の
町
へ〈
共
同
募
金
運
動
〉

〈
共
同
募
金
運
動
は
地
域
の
福
祉
活
動
を
さ
さ
え
て
い
ま
す
〉

　共同募金運動（赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金）につきまして、毎年多くの
市民の皆さまにご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　本年も「じぶんの町を良くするしくみ」をスローガンに10月１日から全国一斉に募
金運動が始まりました。この運動は、昭和22年から市民主体の取り組みとして始ま
り、今年で70周年を迎えます。共同募金は「誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らす
ことができ、住民の多様な福祉活動を財源面から支援する」ことを目的としています。
　今年も皆様のあたたかいご支援・ご協力をお願い申し上げます。

① 地域寄り合いの場支援事業（78件）
 ・・・・1,457,000円

② 福祉活動支援事業
（一般公募5件、ボランティア団体55件、
  ボランティア推進校10校）　
 ・・・・2,803,000円

③ 住民型在宅福祉サービス支援事業
 ・・・・・・360,000円

④ 災害にも強い地域づくり支援事業
 ・・・・・・487,715円

⑤ その他事務費 ・・・・・・・50,285円

① 寝たきり高齢者見舞品贈呈事業
 ・・・・・・ 653,784円

② 福祉機器等貸出事業 ・・・・1,411,156円

③ 地域福祉ネットワーク支援事業（6件）
 ・・・・・・ 453,240円

④ 金婚記念品（写真）贈呈事業 ・・ 163,140円

⑤ 福祉教育推進事業「わいわい福祉ひろば」
 ・・・・ 1,215,337円

⑥ みんなのふくしまつり開催事業
 ・・・・ 1,129,357円

⑦ 災害時要援護者避難支援事業
 ・・・・ 1,111,652円

⑧ 住民型在宅福祉サービス人材育成支援事業
 ・・・・・・ 111,077円

[今年度の目標額]

赤い羽根共同募金 ８，９０３，３２４円 (翌年度に全国・県・市へ配分)

歳末たすけあい募金 ６，２４８，７４３円 （その年度に市へ配分）

　 合　　計　 １５，１５２，０６７円

[昨年度の募金実績]

７０回目の共同募金運動がはじまりました

赤い羽根共同募金 5,158,000円 歳末たすけあい募金  6,248,743円
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南　部

三　光

耶馬溪･山国

「
南
部
地
区
４
サ
ロ
ン
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

三
光
佐
知
地
区
で

　

    

防
災
訓
練
実
施
！

山
国
・
耶
馬
溪
地
区
合
同
で

地
域
福
祉
講
座
を
開
催
！ 

　

南
部
地
区
で
は
「
み
ん
な
が
集
え
る
場
が
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
が
少
し
ず
つ
形
と
な
り
、
現
在
４
カ
所

で
サ
ロ
ン
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

サ
ロ
ン
同
士
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
８
月
22
日
に
南

部
校
区
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
「
ぽ
け
っ

と
」
が
主
催
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
沖
代
す
ず
め
の
吉
田
日
出
子
さ
ん
を

迎
え
、
沖
代
で
行
わ
れ
て
い
る
地
域
サ
ロ
ン
「
す
ず

め
の
家
」
や
住
民
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
住
民
主

体
の
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ
ン
の

紹
介
を
行
い
、
み
ん
な
で
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
意
見

交
換
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
じ
地
区
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
方
法

で
運
営
を
し
て
い
る
中
、
今
回
の
交
流
会
は
よ
り
よ

い
サ
ロ
ン
活
動
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
な
素
敵
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
『
防
災
に
つ
い
て
意
識
を
持
と
う
』
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
地
区
主
催
に
よ
り
６
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
幅

広
い
世
代
の
方
々
約
１
８
０
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
緊
急
車
両
の
展
示
や
地
震
の
揺
れ
を
体
験

で
き
る
『
起
震
車
』
で
、
東
日
本
大
震
災
級
の
揺
れ
を

体
験
し
、
当
時
の
揺
れ
が
こ
れ
ほ
ど
激
し
か
っ
た
の
か

と
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
竹
馬
会
と
日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
お
話
の
あ

と
、
参
加
者
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
緊
急
時
に
何
を

持
っ
て
避
難
す
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
う
中
で
、「
そ
の
人
、
そ
の
環
境
に
よ
っ
て
必
要
な
も

の
は
変
わ
っ
て
く
る
」
こ
と
な
ど
感
じ
ら
れ
て
い
た
様

で
す
。
最
後
に
本
番
さ
な
が
ら
の
炊
き
出
し
に
よ
る
、

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
炊
飯
袋
で
炊
い
た
ご
飯
の
試
食
会
を

行
っ
て
訓
練
の
全
て
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
訓
練
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
そ
の
地
域

の
中
に
防
災
意
識
が
根
付
い
て
い
き
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
が
他
の
地
域
に
も
広
が
っ
て
『
災
害
に
も

強
い
地
域
』が
増
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「『
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
健
康
体
操
を
し
よ

う
！
』
と
勧
め
ら
れ
る
が
、
一
人
で
は
、
ど
う
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
！
続
か
な
い
！
」
そ
ん
な
悩
み

を
受
け
、
７
月
20
日
、
コ
ア
や
ま
く
に
で
「
コ
コ
ロ

と
カ
ラ
ダ
の
健
康
、
地
域
の
力
で
広
げ
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
、
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
福
岡
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
フ
ル
の
下
釜

純
子
先
生
を
お
招
き
し
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
猫
背
・

膝
痛
・
腰
痛
・
Ｏ
（
オ
ー
）
脚
予
防
の
体
操
や
ス
ト
レ
ッ

チ
、
脳
ト
レ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は

皆
さ
ん
の
や
る
気
と
先
生
の
和
や
か
な
指
導
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は「
こ
の
運
動
を
地
区
の
皆
さ
ん（
サ
ロ
ン
）

に
教
え
て
楽
し
く
過
ご
し
た
い
。」「
ボ
ー
ル
一
つ
で

こ
ん
な
に
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
早
速
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
小
地
域
の
サ
ロ
ン
、
公
民
館
な

ど
で
楽
し
み
な
が
ら
健
康
の
輪
を
拡
げ
、
地
域
づ
く

り
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
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中
津
市
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
作
業
部
会

　中津市においては、地域福祉計画・地域福祉活動計画を
一体的に策定しており、住民参加の協議によるボトムアッ
プ式の策定（住民の声を積み上げ）を大切にしています。
　第3次地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定に向けて、
各地区で住民参画による作業部会において、話し合いが進
められています。

住民参画の実践により
皆さんの思い（種）がカタチへ（花）

全体説明会開催！

各地区において、
作業部会がスタート！

【第１回作業部会】
〇計画づくりの経緯と目的を理解し、
　　　　　　　第２次の計画を振り返ろう！
（内容）
□地域福祉計画・地域福祉活動計画について
□第２次計画の振り返り

【第２回作業部会】
〇地域の状況を再確認し、
　　　　　　私たちの地域をもっと知ろう！
（内容）
□地域ならではの情報や取り組みを出し合い、
　地域のことをより深め、地域の社会資源や強
　みを共有

【第４回作業部会】
〇地域で気になることから、
　　　　地域で取り組む課題を決めよう！
（内容）
□５本の柱に分類整理したタイトル（地域課題）を、
　どこが中心となって考えていくのかを整理
　「①自分たちで中心に解決できそうなこと」
　「②社協や関係機関と協力して解決できそうなこと」
　「③行政が中心となって解決できそうなこと」

【庁内作業部会】
〇各地区の作業部会の声を基に、「③行政
が中心となって解決できそうなこと」を中
心に、行政施策として検討！

【第３回作業部会】
〇私たちの地域の気になることを話し合い、　
　　　　　　 　　　地域の課題を共有しよう！
（内容）
□事前に伺った地域の気になることを踏まえ、
　地域の課題を協議
□出し合った地域の気になることを、５本の柱
　（①環境 ②災害 ③暮らし ④つながり ⑤ひと）
　に分類し、分類したものを整理し、タイトル付
　けを行い地域課題を明確化

【第５回作業部会】
〇地域で取り組む課題から、優先的に解決が必
要なものをピックアップし、解決に向けたアイ
デアを考えよう！
（内容）
□「①自分たちで中心に解決できそうなこと」、
　「②社協や関係機関と協力して解決できそう
　なこと」から、優先的に取り組むものを話し合
　い、解決に向けたアイデアを検討

【第６回作業部会】
〇優先的に取り組んでいく課題解決に向けた
　　　　　　　　　　　　実践内容を考えよう！
（内容）
□優先的に取り組む課題の解決について話し合った
　アイデアをもとに、具体的な実践内容を協議

【第７回作業部会】
〇優先的に取り組んでいく課題解決に向けて
の実践内容から、来年度以降、取り組むものを
明確化し、活動実施へ繋げていこう！
（内容）
□地区ごとの取り組みを最終整理し、今後の
　活動計画の実践について共有

地域福祉計画
（行政計画）

地域福祉活動計画
（住民計画）

特集

（連携）
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中
津
市
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
作
業
部
会

　中津市においては、地域福祉計画・地域福祉活動計画を
一体的に策定しており、住民参加の協議によるボトムアッ
プ式の策定（住民の声を積み上げ）を大切にしています。
　第3次地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定に向けて、
各地区で住民参画による作業部会において、話し合いが進
められています。

住民参画の実践により
皆さんの思い（種）がカタチへ（花）

全体説明会開催！

各地区において、
作業部会がスタート！

【第１回作業部会】
〇計画づくりの経緯と目的を理解し、
　　　　　　　第２次の計画を振り返ろう！
（内容）
□地域福祉計画・地域福祉活動計画について
□第２次計画の振り返り

【第２回作業部会】
〇地域の状況を再確認し、
　　　　　　私たちの地域をもっと知ろう！
（内容）
□地域ならではの情報や取り組みを出し合い、
　地域のことをより深め、地域の社会資源や強
　みを共有

【第４回作業部会】
〇地域で気になることから、
　　　　地域で取り組む課題を決めよう！
（内容）
□５本の柱に分類整理したタイトル（地域課題）を、
　どこが中心となって考えていくのかを整理
　「①自分たちで中心に解決できそうなこと」
　「②社協や関係機関と協力して解決できそうなこと」
　「③行政が中心となって解決できそうなこと」

【庁内作業部会】
〇各地区の作業部会の声を基に、「③行政
が中心となって解決できそうなこと」を中
心に、行政施策として検討！

【第３回作業部会】
〇私たちの地域の気になることを話し合い、　
　　　　　　 　　　地域の課題を共有しよう！
（内容）
□事前に伺った地域の気になることを踏まえ、
　地域の課題を協議
□出し合った地域の気になることを、５本の柱
　（①環境 ②災害 ③暮らし ④つながり ⑤ひと）
　に分類し、分類したものを整理し、タイトル付
　けを行い地域課題を明確化

【第５回作業部会】
〇地域で取り組む課題から、優先的に解決が必
要なものをピックアップし、解決に向けたアイ
デアを考えよう！
（内容）
□「①自分たちで中心に解決できそうなこと」、
　「②社協や関係機関と協力して解決できそう
　なこと」から、優先的に取り組むものを話し合
　い、解決に向けたアイデアを検討

【第６回作業部会】
〇優先的に取り組んでいく課題解決に向けた
　　　　　　　　　　　　実践内容を考えよう！
（内容）
□優先的に取り組む課題の解決について話し合った
　アイデアをもとに、具体的な実践内容を協議

【第７回作業部会】
〇優先的に取り組んでいく課題解決に向けて
の実践内容から、来年度以降、取り組むものを
明確化し、活動実施へ繋げていこう！
（内容）
□地区ごとの取り組みを最終整理し、今後の
　活動計画の実践について共有

地域福祉計画
（行政計画）

地域福祉活動計画
（住民計画）

特集

（連携）
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地域ネットワークの推進

ボランティア・市民活動センター事業

広報並びに啓発・育成活動の充実

社会福祉協議会組織体制の強化

その他の福祉事業

◎寄り合いの場支援　89 か所
◎地域福祉ネットワーク協議会支援
◎災害にも強い地域づくり支援　　
①各地区での活動支援　
　防災教室を実施　参加者 75 名（3 地区）
　地震による災害を想定した発生対応型訓練及び防災教室を実施　参加者 220 名（4 地区）

◎ボランティア登録　登録者数 4,603 名
◎春・夏のボランティア体験事業　受入施設　春 21 ヶ所　夏 36 ヶ所 / 体験者　春 20 名　夏 151 名
◎わいわい福祉ひろば事業　実施校 21 校　開催回数 54 回　参加者 2,897 名（児童保護者他）
◎障がい児長期休暇支援事業（さんぽ）　延利用者数 161 名　延ボランティア数 211 名
◎障がい児（者）余暇活動支援事業（てくてく）　延利用者数 306 名　延ボランティア数 19 名

◎広報紙の発行　社協だより　　年 3 回　34,000 部 / 回　点字版 30 部 / 回
　　　　　　　　地域福祉だより　3 紙　随時発行
　　　　　　　　ボランティア情報紙　１紙　年６回　2,500 部 / 回
　　　　　　　　社協事業所広報紙 ･ 新聞（6 事業所）年 12 回　
◎福祉講座等の開催　開催回数 5 回　参加者 304 名

◎理事会 ･ 評議員会 ･ 監事会の開催　　理事会 5 回　評議員会 4 回　監事会 1 回
◎資質向上のための職員会議 ･ 部会等　　会議 ･ 部会 ･ 委員会開催数 276 回

◎生活支援体制整備事業
　地域包括ケアシステムの構築に向け高齢者の生きがいづくり・介護予防の視点を持ち、高齢者ニーズを把握し、
　生活支援サービスをはじめとする資源開発や地域づくりを行った
◎住民参加型有償サービス事業　協力会員 60 名　利用会員 95 名　延利用回数 936 回
◎福祉バス（さつき号）運行事業　運行回数 173 回　延利用者数 4,389 名
◎災害見舞金支給事業　火災見舞金　1 世帯
◎祝金婚記念品贈呈事業　贈呈数 90 組
◎寝たきり高齢者見舞品贈呈事業　贈呈数 159 名
◎三光児童館事業　延利用者数 10,616 名
◎安心生活支援事業　買い物支援事業（山国地区）実利用者数 14 名　支援回数 237 回
　　　　　　　　　　買い物サロン（買い物バス支援）3 回
◎福祉用具貸出事業　新規貸出件数　電動ベッド 62 件　車いす 129 件
◎ふれあい郵便事業　発送部数 1,250 通

平成 27 年度　事業報告　〜心とこころ  人とひととの ❝つながり❞〜 を目指して！
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相談支援体制の強化による在宅福祉サービス
◎介護保険サービス・障害者支援サービス・受託介護事業
　・ホームヘルプ事業（２事業所）延訪問回数 12,464 回　　 
　・デイサービス事業（4 事業所）延利用回数 24,434 回（緩和型含む）　　
　・居宅介護支援事業（３事業所）計画作成件数 3,745 件　　
　・訪問入浴介護事業（２事業所）延訪問回数 454 回　　　　
　・軽度生活援助員派遣事業　　　延訪問回数 617 回
　・居宅介護サービス（障がい者）延訪問回数 1,303 回
　・同行援護サービス  延利用回数 260 回　　・移動支援サービス  延利用回数　81 回
　・特別養護老人ホーム事業　（１事業所）　本入荘　実人数 101 名
　・短期入所生活介護事業　　（１事業所）　ショートステイ　実人数 51 名　
　・生きがい活動支援通所事業　（3 事業所）　延利用回数 3,527 回
◎養護老人ホーム事業（1 事業所）入所者実人数　43 名
◎ファミリーサポートセンター事業　おねがい会員登録 49 名 / まかせて会員登録 62 名
◎福祉の里づくりサポーター事業　サポーター登録者 663 名
◎介護保険要介護認定調査事業　調査件数 3,111 件
◎放課後児童クラブ事業（５クラブ）登録児童数 111 名　延利用回数 15,832 回
◎生活支援ハウス・ホーム事業（３施設）　実利用者数 49 名
◎地域包括支援センター事業
　①総合相談支援業務　相談件数 3,650 件
　②権利擁護業務　対応件数 541 件
　③包括的継続的ケアマネジメント支援業務　実施回数 365 回
◎介護予防事業普及啓発事業（介護予防教室等）　実施回数年 42 回　延利用者数 611 名
◎介護予防支援事業
　①介護予防サービス計画作成に関する業務　相談件数 3,763 件　計画作成件数 2,187 件
　②介護予防・日常生活総合支援事業　相談件数 2,563 件　計画作成件数 948 件
◎合併周辺地域総合相談支援センター事業　相談実績 906 件
◎認知症地域支援推進事業
　・会議･研修会参加8回　　・徘徊模擬訓練の開催5回　　･オレンジカフェ（6ヶ所）開催回数18回
　・認知症家族介護の集い 2 回　　・個別相談対応件数 5 件　・普及啓発活動 6 回
◎成年後見事業
　①市民後見推進事業
　　市民後見推進協議会会議 3 回　市民後見推進研修会 1 回　
　　市民後見人養成講座の開催　講座開催回数１２回　受講者数 8 名　修了者数 8 名
　　市民後見候補者フォローアップ研修　講義 4 回　実務 5 回
　②法人後見事業　　　新規受任者数 2 名（累計 4 名）　法人後見支援員登録者数 13 名
◎福祉サービス利用援助事業（あんしんサポート）相談件数 5,118 件　契約者数 67 名
◎総合相談支援事業
　①心のケア事業　相談者数 15 名　　②総合相談受付　相談受付件数 390 件
　③生活困窮者自立支援事業　実相談者数 230 件　
　④一時生活支援事業　支援実績 7 名
◎生活福祉資金貸付事業　相談延件数 253 件　貸付金額 8,963,000 円

平成 27 年度　事業報告　〜心とこころ  人とひととの ❝つながり❞〜 を目指して！
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… 貸 借 対 照 表 …
平成 28 年３月 31 日現在

… 資 金 収 支 計 算 書 …
平成 27 年４月１日から平成 28 年３月 31 日まで

（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 391,794,613 421,417,071 △ 29,622,458 流動負債 82,237,058 109,555,021 △ 27,317,963
   現金預金 262,654,526 262,069,471 585,055 　事業未払金 76,132,823 92,702,079 △ 16,569,256
　事業未収金 128,906,785 149,060,296 △ 20,153,511    預り金 5,822,187 6,463,586 △ 641,399
   立替金 61,002 △ 61,002    前受金 282,048 389,356 △ 107,308
　拠点区分間貸付金 10,000,000 △ 10,000,000 　拠点区分間借入金 10,000,000 △ 10,000,000
   仮払金 233,302 226,302 7,000 固定負債 261,353,387 219,897,233 41,456,154
固定資産 607,284,229 573,943,333 33,340,896 負債の部合計 343,590,445 329,452,254 14,138,191
   基本財産 5,000,000 5,000,000 0 基本金 5,000,000 5,000,000 0
   その他の固定資産 602,284,229 568,943,333 33,340,896 国庫補助金等特別積立金 16,768,701 21,150,534 △ 4,381,833

その他の積立金 299,757,403 282,230,201 17,527,202
次期繰越活動収支差額 333,962,293 357,527,415 △ 23,565,122
純資産の部合計 655,488,397 665,908,150 △ 10,419,753

資産の部合計 999,078,842 995,360,404 3,718,438 負債及び純資産の部合計 999,078,842 995,360,404 3,718,438
1. 減価償却累計額　391,758,532 円　（定額法）

（単位：円）

収　　入 支　　出
事　業　活　動　に　よ　る　収　支

会費収入 5,340,500 人件費支出  799,859,894 
寄附金収入 12,541,345 事業費支出  144,803,360 
経常経費補助金収入 116,426,710 事務費支出  108,504,883 
受託金収入 298,987,153 助成金支出  12,582,701 
事業収入 27,718,922 負担金支出  480,000 
介護保険事業収入 633,961,279 その他の支出  291,240 
老人福祉事業収入 9,568,419 
障害福祉サービス等事業収入 4,902,130 
受取利息配当金収入 250,407 
その他の収入 1,629,074 
事業活動収入計 (1) 1,111,325,939 事業活動支出計 (2) 1,066,522,078

事業活動資金収支差額 (3) ＝ (1)-(2) 44,803,861

施　設　整　備　等　に　よ　る　収　支
施設整備等寄附金収入  2,250,000 固定資産取得支出 6,362,848
固定資産売却収入  985,360 
施設整備等収入計 (4) 3,235,360 施設整備等支出計 (5) 6,362,848

施設整備等資金収支差額 (6) ＝ (4)-(5) △ 3,127,488

そ　の　他　の　活　動　に　よ　る　収　支
積立資産取崩収入 2,472,798 積立資産支出 21,287,648
その他の活動による収入 4,292,712 その他の活動による支出 29,458,730
その他の活動収入計 (7) 6,765,510 その他の活動支出計 (8) 50,746,378

その他の活動資金収支差額 (9) ＝ (7)-(8) △ 43,980,868

予備費 (10) 0
当期資金収支差額合計 (11) ＝ (3)+(6)+(9)-(10) △ 2,304,495

 前期末支払資金残高（12） 311,862,050
 当期末支払資金残高 (11)+(12) 309,557,555
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… 事 業 活 動 計 算 書 …
平成 27 年４月１日から平成 28 年３月 31 日まで

… 財 産 目 録 …
平成 28 年３月 31 日現在

（単位：円）

収　　益 費　　用
サ　ー　ビ　ス　活　動　増　減　の　部

会費収益  5,340,500 人件費  841,316,048 
寄附金収益  12,541,345 事業費  144,803,360 
経常経費補助金収益  116,426,710 事務費  108,504,883 
受託金収益  298,987,153 助成金費用  12,582,701 
事業収益  27,718,922 負担金費用  480,000 
介護保険事業収益  633,961,279 減価償却費  16,969,616 
老人福祉事業収益  9,568,419 国庫補助金等特別積立金取崩額  △ 4,381,833 
障害福祉サービス等事業収益  4,902,130 その他の費用  291,240 
その他の収益  308,968 
サービス活動収益計 (1)  1,109,755,426 サービス活動費用計 (2)  1,120,566,015 

サービス活動増減差額 (3) ＝ (1)-(2) △ 10,810,589

（単位：円）

資産の内容 負債の内容
1. 流動資産 1. 流動負債
　 現金預金  262,654,526 　 事業未払金 76,132,823
　 事業未収金  128,906,785 　 預り金 5,822,187
　 仮払金  233,302 　 前受金 282,048

流動資産合計  391,794,613 流動負債合計 82,237,058
2. 固定資産 2. 固定負債
　 基本財産  5,000,000 　 退職給付引当金 247,166,451
　 その他の固定資産  602,284,229 　 互助共励引当金 4,041,600

　 退職積立引当金 2,246,600
　 やすらぎ荘職員退職積立引当金 7,898,736

固定資産合計  607,284,229 固定負債合計 261,353,387

資　産　合　計  999,078,842 負　債　合　計 343,590,445
差引純資産  655,488,397 

サ　ー　ビ　ス　活　動　外　増　減　の　部
受取利息配当金収益  250,407 その他のサービス活動外費用 0 
その他のサービス活動外収益  1,320,106 
サービス活動外収益計 (4)  1,570,513 サービス活動外費用計 (5) 0 

サービス活動外増減差額 (6) ＝ (4)-(5) 1,570,513
経常増減差額 (7) ＝ (3)+(6） △ 9,240,076

特　別　増　減　の　部
施設整備等寄附金収益  2,250,000 固定資産売却損・処分損  1 
固定資産売却益  952,157 
特別収益計 (8)  3,202,157 特別費用計 (9)  1 

 特別増減差額 (10) ＝ (8)-(9） 3,202,156
当期活動増減差額 (11) ＝ (7)+(10) △ 6,037,920

前期繰越活動増減差額 (12) 357,527,415
当期末繰越活動増減差額 (13) ＝ (11)+(12) 351,489,495

基本金取崩額 (14）
基金取崩額 (15)

その他の積立金取崩額 (16） 2,472,798
その他の積立金積立額 (17) 20,000,000

次期繰越活動増減差額 (18) ＝ (13)+(16)-(17） 333,962,293
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自
分
ら
し
く
生
活
し
た
い
・
・
・

〜
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
と
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
事
業
〜

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

法
人
後
見
事
業

市民後見推進事業
住民同士で支え合える仕組み＝市民後見人

住民の方を対象とした権利擁護に関する研修会の開催
中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
障
が
い
や
高
齢
な
ど
に
よ
り
、判
断
能
力
に
不
安
が

あ
っ
て
も
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る（
＝
生
活
す
る
権
利

が
守
ら
れ
る
）よ
う
に
支
援
す
る「
権
利
擁
護
」事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
し
て
い
く
上
で
、ま
だ
自
分
で
で
き

る
部
分
も
あ
る
け
ど
、高
齢
に
よ
り
忘
れ
っ

ぽ
く
な
っ
た
り
、障
が
い
等
が
原
因
で
、サ

ー
ビ
ス
の
利
用
や
市
役
所
な
ど
の
手
続
き
、

金
銭
管
理
や
大
切
な
も
の
の
管
理
な
ど
日

常
生
活
の
中
で
判
断
す
る
こ
と
に
不
安
が

あ
り
、第
三
者
の
支
援
を
希
望
す
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
に
つ
い
て
ご
本
人
の
了
解
の

後
、契
約
を
し
て
利
用
が
開
始
し
ま
す
。

　

詳
し
い
利
用
内

容
に
つ
い
て
は
、随

時
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

広
く
住
民
の
方
に
、自
分
自
身
や
周
囲

の
権
利
擁
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、研
修
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。今
年
度
は「
今
か
ら
始
め
る
老
い

支
度
」を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
老
い
」と
い
う
と
、ま
だ
ま
だ
関
係
な

い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、誰
も
歳
を
と
り
ま
す
。

自
分
自
身
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
も

含
め
て「
老
い
」を
身
近
な
問
題
と
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、相
続
・
遺
言
の
仕
組

み
や
老
後
の
お
金
に
つ
い
て
、大
分
県
金

融
広
報
委
員
会 

金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

矢
野
英
昭
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
遺
族
が
迷
わ
な
い
た
め
に
生
前
に

伝
え
て
お
く
べ
き
こ
と
」や「
後
見
制
度

の
利
用
」に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
、参
加

者
の
方
々
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
よ
り
、「
聞
く
こ
と
全

て
が
興
味
深
い
内
容
」、「
ユ
ー
モ
ア
に
富

ん
だ
お
話
で
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き

た
」、「
若
い
世
代
に
と
っ
て
も
日
常
生
活

を
す
る
上
で
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
」と
の

声
を
い
た
だ
き
、大
変
好
評
で
し
た
。

　

平
成
29
年
２
月
に
は
同
様
の
内
容
で

「
耶
馬
溪
会
場
」で
も
研
修
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

皆
様
是
非
お
い
で
下
さ
い
。

例
え
ば

・
高
齢
に
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不
安

・
身
寄
り
が
な
く
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不
安

・
障
が
い
や
認
知
症
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不
安

・
生
活
に
困
っ
て
い
る

・
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
家
が
な
い
、
生
活
の
立
て
直
し
を
し
た
い

・
高
齢
者
の
方
の
生
活
支
援
（
不
便
な
こ
と
、
社
会
参
加
等
）

　

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
や
周
り
の

方
で
気
づ
い
た
方
の
ご
相
談
も
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
裁
判
所
か
ら
の
選
任
を
受
け
、中
津

市
社
会
福
祉
協
議
会
が「
法
人
」と
し
て
成
年

後
見
人
等
の
業
務
を
行
え
る
と
い
う
事
業
で

す
。　

　

平
成
28
年
8
月
末
現
在
ま
で
に
5
名
の
方

の
後
見
人
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、後
見
業
務
の
ほ
か
、申
立

て
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。認
知
症
が
進
み
、

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
が
難
し
い
方
の

申
立
て
の
申
請
や
、ご
親
族
の
方
が
家
庭
裁

判
所
に
提
出
す
る
書
類
等
、申
し
立
て
に
つ

い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
の
ご
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

　

中
津
市
で
は
、平
成
25
年
度
か
ら
市
民
後
見
人
の
養
成
講

座
を
行
っ
て
お
り
、30
名
の
方
が「
中
津
市
市
民
後
見
人
候

補
者
」と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
は
30
代
か
ら
70
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、福
祉
職
、

会
社
員
、自
営
業
等
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
持
つ
方
々
で
す
。

　

登
録
者
の
中
に
は
、社
会
福
祉
協
議
会
の
あ
ん
し
ん
サ
ポ

ー
ト
や
法
人
後
見
事
業
の
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る

方
も
い
ま
す
。

　

今
後「
市
民
後
見
人
」と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、現
在
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
や
実
践
を
通
し
て
仲
間
同
士
の
関
係
も
で
き
、支
え

合
え
る
地
域
の
担
い
手
に
向
け
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課　

☎ 

２
３
ー
２
０
９
５

生
活
相
談
支
援
係

　

日
常
生
活
を
し
て
い
く
上
で
、
自
分
や
家
族
だ
け
で
は
解
決
が
難

し
い
権
利
擁
護
・
生
活
困
難
・
生
活
支
援
等
の
ご
相
談
を
受
付
け
、

ご
本
人
や
ご
家
族
の
方
と
一
緒
に
解
決
に
向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

市民後見人養成講座（H27年度）

フォローアップ研修
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自
分
ら
し
く
生
活
し
た
い
・
・
・

〜
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
と
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
事
業
〜

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

法
人
後
見
事
業

市民後見推進事業
住民同士で支え合える仕組み＝市民後見人

住民の方を対象とした権利擁護に関する研修会の開催
中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
障
が
い
や
高
齢
な
ど
に
よ
り
、判
断
能
力
に
不
安
が

あ
っ
て
も
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る（
＝
生
活
す
る
権
利

が
守
ら
れ
る
）よ
う
に
支
援
す
る「
権
利
擁
護
」事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
し
て
い
く
上
で
、ま
だ
自
分
で
で
き

る
部
分
も
あ
る
け
ど
、高
齢
に
よ
り
忘
れ
っ

ぽ
く
な
っ
た
り
、障
が
い
等
が
原
因
で
、サ

ー
ビ
ス
の
利
用
や
市
役
所
な
ど
の
手
続
き
、

金
銭
管
理
や
大
切
な
も
の
の
管
理
な
ど
日

常
生
活
の
中
で
判
断
す
る
こ
と
に
不
安
が

あ
り
、第
三
者
の
支
援
を
希
望
す
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
に
つ
い
て
ご
本
人
の
了
解
の

後
、契
約
を
し
て
利
用
が
開
始
し
ま
す
。

　

詳
し
い
利
用
内

容
に
つ
い
て
は
、随

時
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

広
く
住
民
の
方
に
、自
分
自
身
や
周
囲

の
権
利
擁
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、研
修
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。今
年
度
は「
今
か
ら
始
め
る
老
い

支
度
」を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
老
い
」と
い
う
と
、ま
だ
ま
だ
関
係
な

い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、誰
も
歳
を
と
り
ま
す
。

自
分
自
身
だ
け
で
な
く
家
族
の
こ
と
も

含
め
て「
老
い
」を
身
近
な
問
題
と
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、相
続
・
遺
言
の
仕
組

み
や
老
後
の
お
金
に
つ
い
て
、大
分
県
金

融
広
報
委
員
会 

金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

矢
野
英
昭
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
遺
族
が
迷
わ
な
い
た
め
に
生
前
に

伝
え
て
お
く
べ
き
こ
と
」や「
後
見
制
度

の
利
用
」に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
、参
加

者
の
方
々
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
よ
り
、「
聞
く
こ
と
全

て
が
興
味
深
い
内
容
」、「
ユ
ー
モ
ア
に
富

ん
だ
お
話
で
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き

た
」、「
若
い
世
代
に
と
っ
て
も
日
常
生
活

を
す
る
上
で
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
」と
の

声
を
い
た
だ
き
、大
変
好
評
で
し
た
。

　

平
成
29
年
２
月
に
は
同
様
の
内
容
で

「
耶
馬
溪
会
場
」で
も
研
修
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

皆
様
是
非
お
い
で
下
さ
い
。

例
え
ば

・
高
齢
に
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不
安

・
身
寄
り
が
な
く
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不
安

・
障
が
い
や
認
知
症
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不
安

・
生
活
に
困
っ
て
い
る

・
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
家
が
な
い
、
生
活
の
立
て
直
し
を
し
た
い

・
高
齢
者
の
方
の
生
活
支
援
（
不
便
な
こ
と
、
社
会
参
加
等
）

　

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
や
周
り
の

方
で
気
づ
い
た
方
の
ご
相
談
も
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
裁
判
所
か
ら
の
選
任
を
受
け
、中
津

市
社
会
福
祉
協
議
会
が「
法
人
」と
し
て
成
年

後
見
人
等
の
業
務
を
行
え
る
と
い
う
事
業
で

す
。　

　

平
成
28
年
8
月
末
現
在
ま
で
に
5
名
の
方

の
後
見
人
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、後
見
業
務
の
ほ
か
、申
立

て
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。認
知
症
が
進
み
、

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
が
難
し
い
方
の

申
立
て
の
申
請
や
、ご
親
族
の
方
が
家
庭
裁

判
所
に
提
出
す
る
書
類
等
、申
し
立
て
に
つ

い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
の
ご
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

　

中
津
市
で
は
、平
成
25
年
度
か
ら
市
民
後
見
人
の
養
成
講

座
を
行
っ
て
お
り
、30
名
の
方
が「
中
津
市
市
民
後
見
人
候

補
者
」と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
は
30
代
か
ら
70
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、福
祉
職
、

会
社
員
、自
営
業
等
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
持
つ
方
々
で
す
。

　

登
録
者
の
中
に
は
、社
会
福
祉
協
議
会
の
あ
ん
し
ん
サ
ポ

ー
ト
や
法
人
後
見
事
業
の
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る

方
も
い
ま
す
。

　

今
後「
市
民
後
見
人
」と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、現
在
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
や
実
践
を
通
し
て
仲
間
同
士
の
関
係
も
で
き
、支
え

合
え
る
地
域
の
担
い
手
に
向
け
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課　

☎ 

２
３
ー
２
０
９
５

生
活
相
談
支
援
係

　

日
常
生
活
を
し
て
い
く
上
で
、
自
分
や
家
族
だ
け
で
は
解
決
が
難

し
い
権
利
擁
護
・
生
活
困
難
・
生
活
支
援
等
の
ご
相
談
を
受
付
け
、

ご
本
人
や
ご
家
族
の
方
と
一
緒
に
解
決
に
向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

市民後見人養成講座（H27年度）

フォローアップ研修
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入所相談受付中!!

平成２９年４月完成予定

■入所はどのように？
　原則として入院加療の必要がなく、介護を
必要としない自立した65歳以上の高齢者の
方となります。入所には診断書などの必要な書
類から、条件を満たす生活環境・経済状況にあ
るかどうかを調査し、中津市の入所判定委員
会の審査を受け、その結果により入所の可否
が決定します。

〔入所に関する相談〕
○中津市介護長寿課・高齢者福祉係
　　22-1111（内線736・737）
○養護老人ホーム 中津市豊寿園
　　24-2500

原則として中津市に住所を有する65
歳以上の方で、次の要件等の方が対
象となります。

ぜひ一度ご相談ください。

■費用・料金は？
　利用者及び扶養義務者に対して、その負担
能力に応じて負担金がかかります。

　地域の福祉の充実を図るため、中津市社会福祉協議会が運営する介護事業所で働くことを条件に、
介護職員初任者研修に必要な費用を助成します。

募 集 期 間 平成28年10月3日（月） ～ 平成28年11月30日（水）※延期する場合もあります。

募 集 人 数 3名

助 成 要 件 資格取得後に、中津市社会福祉協議会が運営する介護事業所で勤務できる方。
 （ヘルパーステーションの非常勤職員として登録及び勤務のできる方等）

助 成 費 用 上限額６０，０００円（研修受講料のみ。テキスト代及び交通費等は対象外）

研　修　等 介護職員初任者研修を受講し資格取得すること

申込み方法 申込書と履歴書を提出してください。（中津市社協備え付け）
 申し込み後、随時面接をいたします。

お問合せ先 中津市社会福祉協議会 在宅福祉課　TEL 0979-27-7715（担当：池田）

■「養護老人ホーム」とは？
　老人福祉法に定められ、身体的・精神的な
理由をはじめ、経済的な理由や家庭環境など
によって、自宅で生活ができないと判断され
る、自立した高齢者（65歳以上の方）を受け入
れる社会福祉施設です。

養護老人ホーム中津市豊寿園

介護職員初任者研修（旧ヘルパー2級）の
　　　　　　　　　　受講費用を助成します!!

○市民税の所得割の額がないこと
○生活に困窮されている方
○在宅での生活が困難な方　　　　など

【平成28年10月１日から平成29年３月31日までに終了する研修が対象です】
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中　

尾　

展　

丈	

朔　

生	

樋
山
路	

金
一
封

　

吉　

岡　

尚　

登	

勝　

平	

柿
坂	

十
万
円

　

津　

留　

貴　

宏	

清　

子	

川
原
口	

金
一
封

■
山
　
国

	

石　

田　

陽　

一	

克　

己	

守
実	

三
万
円

　

梶　

原　

弘　

子	

浩　

二	

長
尾
野	

金
一
封

　

中　

島　

義　

明	

シ
ヅ
子	

守
実	

五
万
円

　

平　

井　

三
千
代	

芳　

郎	

宇
曽	

金
一
封

　

佐　

竹　

昭　

二	

吉　

人	

吉
野	

十
万
円

　

髙　

倉　

俊　

克	

敬　

二	

長
尾
野	

三
万
円

　

髙　

倉　

秀　

子	

利　

彦	

小
屋
川	

五
万
円

　

佐　

竹　

ひ
と
み	

恭　

邦	

吉
野	

金
一
封

　

中　

野　

精　

二	

ハ
ル
ミ	

吉
野	

金
一
封

　

濱　

田　
　
　

武	

藤　

枝	

草
本	

金
一
封

　

六　

丸　

純　

生	

チ
イ
子	

平
小
野	

金
一
封

　

渡　

辺　
　
　

煕	

ス
ヱ
子	

宇
曽	

五
万
円

　

井　

上　

和　

昌	

カ
ツ
ノ	

小
屋
川	

金
一
封

	

井　

上　

利　

秋	

サ
カ
ヱ	

熊
本
県
山
鹿
市	

金
一
封

■
企
業

　

匿　

名　

様			




一
万
円

　

中
津
ア
イ
リ
ス　

様			




一
万
円

	

三
光
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

会
長 

加
藤
和
弘　

様	

金
一
封

　

弁
護
士
法
人　

清
源
法
律
事
務
所　

様		


金
一
封

　

洞
門
ゴ
ル
フ
会　

様			




金
一
封

	

本
耶
馬
渓
町　

健
全
育
成
会　

様		


金
一
封

　

布
遊
び
工
房
こ
や
ね　

様			




一
万
円

　

耶
馬
溪
町
平
田　

町
丈
集
落　

様		


金
一
封

■
団
体

　

下
毛
退
職
公
務
員
の
会 

代
表 

武
石
文
彰　

様	

タ
オ
ル
１
０
５
枚

■
個
人

　

浅
田
泰
治　

様

	

Ｔ
シ
ャ
ツ
20
枚
、
歩
行
器
１
台
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
２
台

■
中
　
津

　

土　

谷　

礼　

子	

遠
入
ふ
さ
江	

沖
代
町	

三
万
円

　

橋　

内　

弘　

子	

信　

義	
田
尻	

金
一
封

　

松　

本　

和　

子	

　

司	
永
添	

金
一
封

　

花　

嵜　

正　

次	

明　

宏	

永
添	

金
一
封

　

豊　

武　

ア
サ
子	

伊
佐
男	

上
如
水	

三
万
円

　

角　
　
　

政　

生	

き
み
子	

一
ツ
松	
三
万
円

　

久　

保　

ひ
ろ
み	

文　

孝	

全
徳	
五
万
円

　

野　

畑　
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す
。



〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜 （14）平成 28年 10月 1日第66号

第8回みんなの ふくしまつり
開催します！！

　中津市内の子どもから高齢者まで楽しめ、地域の身近なボランティア・市民活動や地域の様々
な福祉活動に触れて頂き、世代や障がいを超えた市民の参加と交流（つながり）を目的として、
毎年秋頃に「みんなの“ ふくしまつり ”」を開催しています。今年も多くの関係団体やボランティ
アの方々のご協力のもと、第 8 回目となるこの“ ふくしまつり”が開催されます。たくさんの屋台
や気軽に参加できる福祉体験コーナー、ステージでのアトラクションなど、誰もが楽しめる様々な
催しを計画しています。ぜひお誘いあわせの上ご来場ください！

このふくしまつりは福祉関係団体やボランティア団体などに所属する方々で構成された
「ふくしまつり実行委員会」が主になって企画・開催しています。

【実行委員会に参加している団体等（順不同）】
◆地域ボランティア沖代すずめ　◆アイメイト中津きさらぎ会　◆中津手話サークル「さつき」
◆中津手話サークル「さつき」昼　◆読み聞かせグループゆめくらぶ　◆みんなで遊び場をつくろう会
◆中津レクリエーション協会　◆中津市ボランティア連絡協議会
◆中津市民生委員児童委員連合協議会　◆中津聴覚障害者協会　◆おもちゃ病院ややま
◆福祉相談室　◆児童家庭支援センター和（やわらぎ）　◆中津青年会議所　◆大分県建築士会中津支部
◆生き活き・豊田　◆沖代校区ネットワーク協議会「あいがも」

【日時】　平成２８年１１月１３日（日） １０：００～１４：００
【場所】　中津市教育福祉センター及び浅沼記念公園
【主催】　第８回みんなの ふくしまつり 実行委員会
　　　　中津市社会福祉協議会
【共催】　中津市
※駐車場スペースに限りがあり、当日は車の混雑が予想されますので、
　できるだけ乗り合わせてのご来場にご協力をお願いします。

※写真は昨年度のようすです

き」



〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜 第66号（15） 平成 28年 10月 1日

■オレンジカフェ三光
日　時：平成28年10月15日（土）
 11：00～14：30
場　所：三光福祉保健センター
対　象：認知症の人や介護をしている
 方、認知症に関心のある方
問い合せ：高齢者相談支援ｾﾝﾀｰ社協三光
 ℡43－5390

■オレンジカフェやまくに
日　時：平成28年10月22日（土）
 10：30～14：00
場　所：宇曽公民館
対　象：認知症の人や介護をしている
 方、認知症に関心のある方
問い合せ：高齢者相談支援ｾﾝﾀｰ社協山国
 ℡62－3008

■ＳＯＳ声かけ模擬訓練
日　時：平成28年11月27日（日）
 9：30～12：00
場　所：中津市立下郷小学校体育館
対象地区：下郷地区（島、宮園、樋山路）
問い合せ：高齢者相談支援ｾﾝﾀｰ社協三光
 ℡43－5390

■住民型有償サービス
　「あんさんくフォローアップ研修」
日　時：平成28年12月11日（日）
 13：30～16：00
場　所：中津市教育福祉センター
対　象：あんさんく登録者
問い合せ：地域福祉課生活相談支援係 
 ℡23－2095

■第2回中津市ユニバーサル
　ポタリング大会！！
日　時：平成28年10月23日（日）
　　　　9：00～15：00
場　所：中津市耶馬溪支所及び
　　　　メイプルサイクリングロード
問い合せ：地域リハビリネットワークの会
　　　　ゆにぽた係　℡64－8658

■地域のリサイクルバザー
「すずめの家」バザー開催！！
日　時：平成28年10月9日（土）
　　　　9：30～12：00
場　所：すずめの家と中津市水道局駐車場
問い合せ：すずめの家
　　　　代表 吉田　℡24－3517
　　　　（火・金のみ）

■障がい児・者
　余暇活動支援事業「てくてく」
　～一緒に遊んでくれる
　　　ボランティアさん募集！～
日　時：月1回開催予定
　　　　（原則第2日曜日　3時間程）
場　所：中津市教育福祉ｾﾝﾀｰ他
問い合せ：ボランティア・市民活動センター
　　　　℡23－2095

■もみじ園秋季大運動会
　～一緒に楽しい運動会になるように、
　　　　　　お手伝いできる方を募集！～
日　時：平成28年10月9日（日）
　　　　9：30～14：30
場　所：中津市立城井小学校
問い合せ：もみじ園
　　　　℡54－3490

■心のケア事業
　　　　「ほっとテラス」
〇精神科医による相談
　奇数月の第2水曜
　（14：00～16：00）
〇心理カウンセラーによる相談
　偶数月の第2水曜
　（14：00～16：00）
＊相談を受ける場合は事前
　の予約が必要です。
問い合せ：
　地域福祉課生活相談支援係
 　℡23－2095




